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薬学モデル・コアカリキュラム C-7-(1)に相当

Natural Medicines 1 1 unit (compulsory) 2nd-year(1st semester)

Yoshiki Kashiwada ·Associate Professor / Natural Medicines, 医薬品化学講座, Pharmaceutical Sciences

Target〉 薬として用いられる動物・植物・鉱物由来生薬の基本的性質を理解する
ために，それらの基源，性状，含有成分，生合成，品質評価，生産と流通．歴
史的背景などについての基本的知識を修得する．本授業に関連する基本的技
能は生薬学実習で取得する．

Outline〉 天然医薬品を理解するため，生薬とは何かを学び，その原料となる薬
用植物，植物以外の医薬資源について学ぶ．次いで生薬に含まれる成分の構
造と生合成について学ぶ

Style〉 Lecture
Notice〉 自然界に存在する物質を医薬品として私達は沢山使用しております．ま
た，最近は健康食品等で数多くの天然由来製品が市場に出ております．本講
義では薬の専門家としてこれらを正しく理解し，一般市民に正しく情報・エ
ビデンスを伝える知識を学びます．天然医薬品に感心を持って受講されるこ
とを望みます．

Goal〉
1.生薬とは何か

1)代表的な生薬を列挙し，その特徴を説明できる．
2)生薬の歴史について概説できる．

2.薬用植物
1)代表的な薬用植物の学名，薬用部位，薬効等を列挙できる．
2)代表的な生薬の産地と基源植物の関係について，具体例を挙げて説明で
きる．

3)代表的な薬用植物に含有される薬効成分を説明できる．
3.生薬成分の構造と生合成

1)代表的な生薬成分を化学構造から分類し，それらの生合成経路を概説で
きる．

2)代表的な 1◯テルペノイド 2◯強心配糖体 3◯アルカロイド 4◯フラボノイド 5◯
フエニールプロパノイド 6◯ポリケチドの構造を生合成経路に基づいて説
明し，その基源植物を挙げることが出来る．

4.農薬，香粧品としての利用
1)天然物質の農薬，香粧品などの原料としての有用性について，具体例を
挙げて説明できる．

5.生薬の同定と品質評価

1)日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる．
2)生薬の同定と品質評価方について概説できる．

Schedule〉
1.授業ガイダンス及び生薬とは
2.生薬の品質評価 (1)
3.生薬の品質評価 (2)
4.生薬の品質評価 (3)
5.天然物含有成分の生合成概要
6.芳香族化合物 (1) / フェニルプロパノイド，C6-C1化合物とその含有生薬
7.芳香族化合物 (2) / クマリン，リグナンとその含有生薬
8.芳香族化合物 (3) / ポリケチド類とその含有生薬
9.芳香族化合物 (4) / フラボノイド，スチルベンとその含有生薬

10.芳香族化合物 (5) / タンニン
11.芳香族化合物 (6) / その他の芳香族化合物
12.イソプレノイド (1) / 分類と生合成概要
13.イソプレノイド (2) / モノテルペンとその含有生薬
14.イソプレノイド (3) / 変形モノテルペンとその含有生薬
15.芳香族化合物，モノテルペン / 総復習
16.定期試験

Evaluation Criteria〉 試験で評価する．
Re-evaluation〉 実施する．
Textbook〉
�薬学生のための薬用植物学・生薬学テキスト (廣川書店)
�薬学生のための天然物化学テキスト (廣川書店)

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217159
Contact〉
⇒ (研究室)薬学部・生薬学教室(本館5階東)

(Eメールアドレス)kasiwada@ph.tokushima-u.ac.jp (Office Hour: 講義開
催曜日の12時:00—13時:00)
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